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【目的】上皮成長因子受容体チロシンキナーゼ阻害薬（EGFR-TKIs）に共通の副作

用として、口腔内膜炎が知られている。しかし、その機序については、未解明な

点も多い。本研究は、ヒト口腔扁平上皮癌細胞株に対する EGFR-TKIs の作用並び

に、その作用に対する EGFの効果について調べることを目的とした。 

【方法】ヒト口腔扁平上皮癌細胞株、KB3-1細胞を用い、EGF（10 ng/mL）存在下ま

たは非存在下において、Gefitinibならびに Erlotinib 処理を行った。3日間培養

後、顕微鏡により細胞形態を観察し、WST-1 assayにより細胞内の代謝活性の評価

を行った。また、血球計数盤を用いて細胞数を計数した。 

【結果】10 µMの Gefitinib単独処理は、明らかな代謝活性および細胞数の減少を

示した。3 µM 以下では、代謝活性・細胞数の減少は認められなかったが、濃度依

存的に細胞間の接着が弱くなった。一方、EGF 存在下で Gefitinib 処理した場合、

単独処理との間に有意な差は認めらなかったが、細胞数がより減少する傾向がみ

られた。次に Erlotinib 単独処理では、代謝活性に有意な変化は見られなかった

が、細胞数は 1 µM以上で有意に減少した。一方、EGF存在下では、0.3 µM以上で

代謝活性の有意な減少を認め、単独処理と比べても活性の顕著な低下が認められ

た。しかし、細胞数の減少には単独処理との間で差は認められなかった。 

【考察】低濃度の EGFR-TKIs は、細胞障害性を示さない条件下で、細胞間の接着

を弱めることが示唆された。また Erlotinib 処理群では EGF によって細胞活性の

阻害効果が出現する可能性が示唆されたことから、本薬剤を用いた治療では、口

腔内の EGF濃度を考慮する必要性が示唆された。 


